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原子力50年 第二回

[森 一久 ]

提起1 エネルギー政策の最新の動向

[国立大学法人 東京工業大学教授 柏木 孝夫 ]

提起2 新エネ
名爵二菖肇昇卜負担

[国立大学法人 一橋大学大学院商学研究科教授 栗原 史郎 ]

原子力委員会での 9年間を

振り返つて、今思うこと

[評論家・ジヤーナリス ト 木元 教子 ]

鰺編集後記

Ｃ。
■
―
二

ＥＮＴ
■
―
二

纏 企hc蕊孟|じ彗瓦;騰馘 禽議



「原子力50年」
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|をi言[111警量35][::[
子力を担つてこられた森さんの秘話、そして、いまも変わらぬ情熱

はぜひ歴史として残しておきたいと思い、今日かかえる問題にも言

及してもらいました。

森 一久

後藤 このほど森 さんがまとめられた『電力

経済研究所小史』を読みましたが、そこで書

かれている内容は私自身の体験と重なってい

る部分がたくさんありました。あの時代、昭

和25～ 26年頃から第 1次石油ショックまで、

原子力が初期 トラブルを起 こしていた時代で

す。私は政党にいて原子力基本法にも関わっ

てまいりました。森 さんは、原子力の開発体

制をつ くるためにご苦労 されたと聞いていま

すが、そのあたりのお話 しから聞かせていた

だきたいのです。

森 さんは京者

`大

学物理学科で、湯川秀樹先

生に師事 されて素粒子論を学ばれたそうです

ね。その後、京大を卒業、中央公論に入社 さ

れました。「自然」や「婦人公論」の編集で 9年

間、勤務 された後、日本原子力産業会議設立

にかかわりそこで働かれるようになりました。

森 原子力については、それ以前から関わつて

います。私は原爆を受け家族 5人を失つた側で

す。

後藤 そうですね。その思いも含めて語って

いただきたいのです。当時は大変だったと思

います。政治の場では「 7人の侍」 (中 曽根康

弘、松前重義、前田正男、斉藤憲二、稲葉修、

志村茂治、岡良一)ら を中心に進められまし

たが、森 さんの場合は半分が財界、もう半分

は学者の世界にかかわっておられました。

森 昔話だけではしようがないので、現状批判

になりますが・・・。

後藤 私 も『険しきことも承知 して一私のエ

ネルギー五十年一』を書いた時、たくさんの

方々から、社会党は原子力推進だったのです

かと言われたことがあります。50年前の出来

事は遠い昔のことになって しまったのです。

もりかずひさ :京都大学卒。故湯川秀樹博士の下で理論物理学を学んだ。中央公論社で記者として原子力問題を取

材。1956年 (社)日本原子力産業会議設立時に職員となり、専務理事、副会長を歴任4年前から友人と共同事務所

UCNを 設立、代表世話人。広島市出身。31歳。
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「原子力50年」を柱に据えたいと思います。そ

こで原爆の洗礼 を受けたあた りから、お話 し

いただければと思います。

森 日本の原子力開発は、何といつても原爆体

験が原点になつています。長田新さん編の『原

爆の子 ―広島の少年少女のうつたえ一』 (岩波

文庫)がありますが、原爆は絶対に許せないと

いう思いとともに、この凄いエネルギーを人類

の幸福に役立たせてほしいという悲痛な叫びを

あげています。

原子力の初期は、そのような思いと重なりつ

つ、熱狂的な支持のもとに出発しました。その

当時、原子力を絶対に軍事には使わない、立派

に開発を進めるのだと考えていました。問題点

や危険はあらかじめ話 して、公明正大に進めよ

うではないかという雰囲気の中で始まりました。

いわばこういつた国民との「契約」のもとに原子

力は始まつたのです。

国会の中では右から左まで全会一致で、先ほ

ど話に出た 7人の侍、が中心になつて原子力基

本法が生まれ、原子力は出発しました。なぜあ

の頃、原子力が熱狂的に支持されたのか。今の

人には分からないかもしれません。

一番初めに東海村に原子力発電所を設置した

ときには、まず大事故に備えて退避道路をつく

ろう、原子力発電所のある周囲に放射状の道を

引きなさい。中曽根大臣には「そのように特別

に必要な道路だから国の予算をつけてもらいた

い」という話をしました。中曽根さんは原子力

のいい面も悪い面もよくこ存知で、先の見えた

方ですから、予算をつけてくれたわけです。そ

のとき、東海村では「そんな怖いものなら止め

てくれ」とは誰も言いませんでした。「いや、そ

れくらいの構えでやつてくれ。」という雰囲気の

中で始まつたのです。

その意味では原子力の関係者は、日本国民に

対して大きく重い「契約」があつたのです。当

時は、今と違つて官僚組織も立派であつたし、

学者の場合も湯川さんのような人も原子力委員

会に参加して、「必要な監視、チエックもしまし

ょう」と動かれた。また、各分野の優秀な人も

飛び込んできて始まつたわけです。

それらが中心となつて、電力会社も腰を上げ、

原子力を始めたのですが、そこには大きな困難

が横たわつていました。大衆との間の問題だけ

ではなくて、反対に対する対応もそうだし、反

対者を押し切ればいいのだとはならない。特に

難しかつたのが放射線に対する説明です。日本

は被爆国である上、いくら研究をしてもこれ以

下なら害がないという「しきい値」など判るわけ

はない。

そのプレッシャーの中で体制側ではそのよう

なことがだんだん分かつてきて、その結果、い

ろいろな制度ができるわけです。道路一つをと

つても電源特会 (電源開発特別会計)ができま

した。電源特会では、原子力発電所が lkWhあ

たり、かなりの額を集めて、それで地域の整備

森 一久 氏
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後藤 茂 氏

をやるし、安全研究もやることになりました。

しかし、これらは、経済の発展とともに、隣」権」

となつていきました。「原子力を受け入れたとこ

ろにお金を上げますよ」ということになつてい

つたのです。

さらに、原子力の関係者が「契約」からのプレ

ッシャーに正面から向き合うことを避けて、自

分のところに責任がこないような体制や説明で

進めるという側面が顕著になつてきました。「原

子力発電は国の方針だからやつているのです。

国の方針なんですよ」と。自分がいいと思うか

らやつている、とはならない。安全も、「偉い人

がチェックしているから大丈夫です」「放射線は

ICRPシステムがあつて、こういう規定がある。

その 1万分の 1だから大丈夫」というような話

です。結局、これは日本全体がそうなのですが、

マニユアルやそのようなシステムを作つて、当

事者が自分の責任になることが、あまりにも重

圧になるものですから、そのような形で物事を

進めてきた。

それなりに努力もしてきたわけです。その一

つに、電力会社として原子力をやる以上は、国

営ではなくて民営でやりたい。特に戦争中の日

本発送電時代の苦い思い出が、アレルギーとい

っていいほど心に染みついていて、原子力には

国の関与とか国際的な問題、例えば核拡散など

があるが、それは、規則で決めていただければ、

それを守りますから、あくまでも経営は民間で

やるべきだという考え方を基軸に、原子力発電

だけではなくて、再処理も廃棄物も全部、民間

でということでやつてきました。その努力はそ

れなりに、意気壮とすべきところもあります。

しかし、さまざまな問題が現在、「出てきてい

ます。いきなり、今日の問題に飛びますが、例

えば中越沖地震で損傷事故が起きました。アメ

リカのTMIに 比べると問題にならない規模で、

実害がないことを社会も認めています。安全規

制というのは、大量の放射能が出ないように原

子力発電所の構造をつくりなさいというもので、

これは最低限必要です。しかし、それのみを錦

の御旗でやつているものだから、発電所として

少々のことがあつてもやつていくのだという実

質的な考え方が足りません。

原子炉は 1級、その隣りは 2級、さらにその

隣りは 3級という決め方を安全規制でしている

が、それはあくまでも大事故を防ぐためのもの

です。柏崎原発事故は原子炉事故としては取る

に足りない事故かもしれませんが、事実上、動

かすわけにはいかないという状況が続くと、こ

れは由々しき問題になりかねない。

そうしたことで、電力会社だけではなくて原

子力委員会の側にもいろいろなことが起きて批

判も強まる。そうすると、批判者の意見も取り

入れます、ヒヤリングも行います、広報が「公

聴」になつて、「自分たちは電力や国民の意見を

聞くことが仕事です」ということになつて、政

策を自分で打ち出し支持を訴えるという力強い

ものがなくなつてきた。
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国民の皆さんから見たならば、誠に頼りない

状況になつてきているのではないか。つまり、

せっかくあれだけ熱狂的に支持したのに、大丈

夫か、と。

だから今からの問顕は各当事者、政府も原子

力委員会も電力会社もメーカーも、自分の責任

で物を考えて進めていくoその上で国民の信頼

を得るだけの「品格」も含めて信頼されるとい

う形にならないと、原子力がこれだけ大きな比

率を占めてきているのに1またあれだけの大地

震であるにもかかわらず放射能はほとんど漏れ

なかつた状況であるにもかかわらず、直つたか

ら明日から機械的に動かすというわけにはいか

ない状況になつています。

私は原子力発電を始めるに当たつて、お先棒

を担いだ側です。「お先棒」という表現はあまり

ょくはありませんが、私は学生時代、素粒子論

を専攻していました。湯川さんは、基礎的な科

学、特に原子力のような基礎的な科学と社会的

な影響は非常に重要な問題だから、研究室に残

ることが無理ならば、そういうところに飛び込

んだらどうですかと言われたものです9だから、

私は理論物理学者として第 1号のジヤーナリス

トになつたわけですo

そしてきちんとした哲学を持つて、原子力開

発を日本でやるべきかどうかの議論をするため

に、「原子力談話会」という会をつくりました。

研究者、助手クラスにお触れを回して、100人

ほどの人がお金を出し合い、まず相互勉強会を

2回ほど合宿形式で開きました。 1回は富士五

湖の 1つである精進湖の精進湖小学校の講堂、

2回目は諏訪湖の近くの学校です。今にして思

ぇば、鐸々たる連中が集つたわけですがヽそこ

で日本が原子力をやるために最低限必要なこと

は何かを大いに議論しました。

それが茅・伏見提案となり、中曽根さんや松

前さんなどが政治的に取り上げて原子力基本法

の三原則となりました。結果的には原子力をこ

ういう条件で大いにやるべきだということでヽ

私自身もミイラ取りがミイラになつたような形

で、原子力産業会議をつくるときからお手伝い

したのです。

後藤 精進湖 と諏訪湖でやつた研究会に集っ

た方で、主な方々のお名前を伺いたいのです

が 。

森 服部学、大塚益比古、私の 3人が世話役だ

ったのです。中嶋篤之助なども後からカロわつて

きました。それから武谷清昭、とか夏目晴夫と

か喜多尾憲助、後に原研や放医研の部長になつ

た人たちですo当時としては、比較的ラジカル

な人が多かつたですね。そして昭和29年に日本

では初めてですが、みすず書房から雑誌『原子

力』を出しました。この雑誌は月千」で、まる 1

年程、出してくれ意したoその編集責任は伏見

康治、小椋広勝、浜田成徳の当時学術会議原子

力問題委員会の偉い先生方 3名の手
前になつて

ますが、実際には私たち 3人の編集でした。

そぅしたことをやつているときに、電力経済

研究所 (こ こには元日本発送電の人が多かつた

のですが)が設立された。その主要な人である

後藤文夫さん (2・ 26事件当時の内務大臣)が

昭和23年 12月 に巣鴨から仮釈放で出てきた時

の事。橋本清之助さんが迎えに行つて、そのと

きに、「アメリカでは原爆で電気を起こす準備を

している。日本もその研究を行い、その権利を

主張しなければならない」と述べました。昭氣

23年 12月 というと、非常に早い時期です。フ

メリカが初めて原子力で電気を起こしたのは断

和25年 12月ですから、その 2年前です。

その当時、アメリカでも平和利用に予算を1
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けるか否かの話があつたので、新聞に原子力発

電を掲載 していたのでしょう。この炉の形式は

高速増殖炉だつたのですが、日本の識者の中で

は中曽根さんや嵯峨根遼吉さんがいますが、後

藤文夫さんは原子力に初めて着目した 1人では

ないかと思います。

後藤文夫さんらは「日本の電力は地域独占の

民間企業が担当することになつた。しかし、ち

ゃんとした考えを持つてやらなければ、消費者

の利益の保護と合理的な経営との間に、矛盾を

生 じさせるおそれがある。そうしたことが起き

ないように、様々な調査 ・研究や必要な提言を

しよう」ということで、昭和27年、財団法人電

力経済研究所がつくられました。日本発送電が

解体された後です。そこで原子力の調査研究を

ものすこい勢いではじめました。

たまたま、私どもの原子力談話会が勉強をは

じめてしばらくたつた頃、電力経済研究所が

「日本も原子力の平和利用に早く着手すべきであ

る」という声明を出し、それが新聞で大きく報

じられました。私たちは若気の至りだつたので

すが、この声明に対して「原子力で一旗揚げよ

うという動きではないのか。抗議した方がいい」

ということになり、丸ビル近くの赤レンガの建

物にある電力経済研究所に行き、「もう少し考え

てやるべきだ。早くやればいいということでは

なぃ」:こ注文をつけましたd

そうすると橋本清之助さんや津野田知重さん、

事務局長などが出てきて、「私たちは一旗揚げよ

うなどとは考えていない。電力経済の理事には

戦犯の人やそうでない人もいるが、結局、われ

われは軍部を押さえることもできなくて、日本

を破滅に陥れてしまつた。私たちは、その重大

な責任を感じている。日本の一番の課題はエネ

ルギー問題であり、原子力エネルギーによつて、

日本の復興を推進することができればありがた

い。自分たちはその犬馬の労をとろうとしてい

るだけのことだ。あなた方も外で文句ばつかり

言つていないで、中に入つてきたらどうか。中

で監視したらいいじゃないか」と言われました。

当時、28～29歳だつた私たちは、「こういう

申し入れがあり、協力してほしいと言われたが

|ど うすべきか」について、原子力談話会で会合

を持ちました。私が「せつかく、そのように言

われたし、データや情報がもらえるのだから入

っていけばいいじゃないか」。それに対して「森

君、それは敵に塩を送るようなものだ」という

意見もあつたが、結局、「入りたい人がいるなら

ば、身分保障も十分してもらって入ればいいじ

ゃないか」ということになりました。

昭和31年、NHKに 3チ ャンネルができたば

かりの頃です。木り|1田一隆さんと稲葉秀三さん、

私とが対談をして、「今、原子力で儲かるなどと

思つてやつている人などいませんよ」と私がし

ゃべつたら、それが「朝日新聞」の トップ記事

となつた。すると、原産の調査課長がこういう

ことを言つた「けしからん」と橋本さんのとこ

ろに抗議が来たわけです。

橋本さんから、「どういうことなのだ」と問わ

れたので、「私のしゃべつた内容が、そのまま記

事になつていました。本当のことを言つて駄目

なら、辞めさせて下さい。」と返事をしたところ、

橋本さんは「そういうことじゃないよ。皆を引

つ張つていかなければならないのだから、上手

にやつてくれ」「それなら辞めません」というや

り取りがあつたりしました。

時として、随分、対立もしましたが、私は橋

本先生と一緒に働いた期間が20年近くあり、大

枠において、橋本先生の言つていることに間違

いはありませんでした。そうしたことを通して

有沢広巳さんを原産の会長に迎えるところまで

来たわけです。原子力は国民のために開発する
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のであつて、一業界の利益のためにやるのでは

ない。原産は国民的立場で働くべきだ。そのた

めには国民的立場に忠実である有沢広巳先生を

会長に迎えるべきだ。このような決議をして、

その後はおおむね、学者の方を会長に迎えてき

ました。

後藤 過去を振 り返ってみますと、政府の方

が「法律を作 らなければならない」と嵯峨根

遼吉先生に言われたり、向坊先生がアメリカ

にいて発言 されたりして、まず法律を作るこ

とだと走っている。しかし、その主体になっ

ていくべきところが、意見が害」れていた。国

家的事業としてやるべきか、民間としてはど

うするかなど、官民の思惑が入 り乱れている

ときに、そのかすがいとしての役割を森さん

たちはお感 じになっていたと思うのです。そ

の時期のさまざまな方の思惑はどうだったの

でしょうか。昭和30年 に原子力基本法ができ

る前後の時期です。どのように意志統一 され

て動いていったのですか。

森 それは挙国的にやろうということで、政府

も原子力委員会一本でまとまつたのだから、民

間、産業界も一つになつた方がいいのではない

かということで、橋本さんが正力大臣に声明を

出してもらつて原子力産業会議ができる。その

直後の昭和32年の夏でしたが、河野―郎・正力

松太郎論争が繰り広げられました。河野一郎さ

んは、「原子力のように幅が広くて長期的な仕事

は、国が中心でやるべきだ。」と言い「民間の効

率性を重視 し、民間でやるべきだ」という正力

氏と対立した。河野さんは次の首相なるかもし

れないと言われた時代です。 2人の見解は猛烈

な論争になつたが、結果は民間が押し切つたわ

けです。

民間が主でやるということで、初期の原子力

発電は、日本原子力発電株式会社をつくり、そ

のうちの 8割は民間、 2害」は電源開発を通じて

政府が関与するということでスター トしました。

当時の官僚はとても責任感が強くて、勉強もよ

くしていましたし、非常に意欲的でした。

しかし、大きな目で見ますと、その頃からだ

んだんと産業全体の民有化が進み、経済が豊に

なるにつれて官僚組織も今のような態たらくに

なつた。民間でやらず、国でやつていたら大変

だつたと思います。

ただし原子力発電所の仕事は非常に幅の広し
｀
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ものであり、時として大小の事故が出てくるわ

けです。それ以外に再処理や濃縮、廃棄物処

理・処分を考えると非常に幅の広い仕事であり、

よほど能力をもつた経営者でなければ対応でき

ません。

それをマニユアルというか、なるべく責任が

かからない体制でやろうとしたことには限界が

ある。電力会社は、国営に対する反発がありま

したから、全部を抱え込みました。それはそれ

でいいのですが、他の業界と一緒にやるという

ことにはなりませんでした。

再処理を 1つ とつても、そこから問題が派生

します。再処理工場とは化学工場なのです。し

たがつて、本当は化学会社を再処理に参入させ

て、再処理はその化学会社に全面的に委託する。

それが常識の事業なのですが、日本だけが再処

理を電力会社が担つています。これでいいのか

という思いです。

そのようなシステムで来ましたから、コス ト

がどんどん上がつてくるなど問題があります。

何とかやり遂げてくれるとは思いますが・……。

そのように他業種が参入することへの障壁に電

力会社がなつているのです。あまりにも意欲を

持ちすぎて、全部自分でやるという形で取り込

んだ。それが今日では困つたことになつている

と思います。

世界中で、濃縮、再処理などのすべてを電力

会社がやつている国は、日本だけです。フラン

スでも再処理は国もやつていますが、軸は化学

工業、石油化学です。要するに放射能を持つた

硝酸工場ですから。

今までのように総括原価方式で、かかつたコ

ス トにプラスして最低の利潤は保証されている

電力傘社であれば、ある程度の経済余力はあり

ます。しかし、化学工場と発電所はまつたく違

います。それを産業として発展させていくため

には、今からでも化学工業に何らかの形で関与

させたらどうかと、私は 5年ほど前から関係者

に強く主張しているのですが。

後藤 現在は過程ですから、さまざまなトラブ

ル、事故や故障が起きることは当然ですが、故

障を見ているとケミカルの部分が多いですね。

ですから、 トップは電力会社の方がおやりにな

るにしても、今後の経営は化学工場の観点から

やっていく方向に換えしていくことはできない

のでしょっか。

森 それをどうしたらいいかということで、元

の動燃、今の原子力機構や日本原燃の人も、考

えています。心配 していたよりも、現実に六ヶ

所村のプラン トはよくやつていると私も思いま

す。次はもっと上手に作るよというところまで

行つているのかどうか。今さら、化学会社に出

番をと言つても、それは無理でしょうから、例

えば運転員を出してもらつて、溶け込むとか。

昴間第 1号の再処理工場をやった人たちが、そ

の次はもつといいものをつくるのだと感 じるこ

とです。

後藤 官僚の志についてですが、私はそれほど

官庁には詳 しくありませんが、旧通産省のキャ

リアの方々とは親 しくお付 き合いをしてきまし

た。そのとき、志があるなと思いました。今の

官僚がけしか らんとい う意味ではありません

が、当時は志という点で、人々の心を打つよう

な官僚がいましたね。結果的に、これだけ大き

なプロジェクトをつくり上げてきた。皆さんの

その努力は、大きかったと思うのです。原産会

議等も一定の役割を果たしたのでしょう。

当時活躍していた方々や組織的な動きに関し

て、お話していただければと思います。
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森 再処理工場を動燃事業団で始めたときも、

石渡さんが理事長になつたばかりの時、東海の

再処理工場の副工場長には住友化学からの出向

者を据えていました。そのときは、ちよつと、

うまくいきかけていたのですね。その後、その

人を工場長にしようと思つたら、「嫌だ、住友に

帰る」というので、私は彼を呼んで理由を聞い

てみました。

そうすると、「やはり、ここは役所だ。こんな

ところにいたら、私は駄目になります」と言う

のです。化学工場というものは毎日の運転結果

を夕方に持ち寄つて、その日起きた何十という

問題に対して、「それぞれの問題の対処方法を明

日の朝までに考えて来い」と課題を出し、翌朝、

その答えを持つて集り、グループ討論でプラン

トの稼働率を ]%でも上げる努力をする。「それ

が化学工場なのです」。ところが、彼が同じこと

をしようとすると、「そんなことは必要ありませ

ん。予算で何 トンやればいいことになつている

のですから。そんなに苦労する必要はありませ

ん」と言つて、誰もついてこないというのです。

だから、やはり官営の弊害でうまくいかない

のですよ。予算で決まつているから、それでい

いのだ、ということです。そのうちに、イギリ

スとフランスから「再処理などという厄介なこ

とは自分たちでやらなくとも、私たちがやりま

す。場合によつては廃棄物の処分もしてあげま

す」と言われて、電力会社はそちらに乗つてし

まいました。

それぞれの段階で努力はしていたのですが、

立派な官僚が減少してくることと並行しながら、

そのような構造になつていき意した。これは、

日本全体の悲劇なのでしようが。

後藤 我が国の原子力も50年 になるわけです

が、あの頃の苦労、その後は初期 トラブルが

頻発 し、稼働率も下がるという中で、これを

支えていった時代を振 り返ってみると、いろ

いろと気になったこともたくさんあったでし

ょう。

森 昭和40年頃からアメリカの技術そのものが

少しおかしくなつてきました。その前の段階で

は、アメリカのメーカーがつくつて大丈夫だと

実証されたものでなければ、電力会社は買わな

い。実証済みのプラントだから安全です、とい

うことでやつてきました。日本のメーカーが改

善の提案をしても、「アメリカに行つて聞いて来

い。アメリカが肯定する提案ならのんでもいい

よ」ということで、日本の技術を育てようとい

う力が働かなかつたのです。それは役所の問題

もあるし、電力も失敗したら自分の責任になる

から、世界で一番いいものならいいのだという

ことになります。

ところがでそれが、そうはいかなくなつた。

アメリカの技術をそのまま信用することができ

なくなったのです。昭和50年代に入ると、たと

えば、アメリカから来たプラントに対して、重

要な箇所だから開けてはいけないと注意書きが

ついている 1次ポンプを、心配なので開けてみ

たら、コカコーラのコップやタバコの吸殻が出

てきました。「これは大変なことだ。このまま運

転していたら、すべてを洗い直さなければなら

なくなる」。そうしたことが次々と出てきて、だ

んだんと自分たちでやらなければならないとい

う気持ちが出てきました。

後藤 当時の官僚が使命感を持っていたのと

同様に、その頃の研究者・技術者 も、日本の

エネルギーは俺たちが背負っていくのだとい

う気概があったし、努力していたと思 うので

す。
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森 最初は、そうでしたね。しかし、年月が経

るにつれて技術者としての良心に応えるだけの

働き甲斐が限られてくる。だから、そうした技

術者が入つてこなくなり、電力会社とのお付き

合いの上手な技術者ばかりをメーカーは配属す

る傾向がでています。

後藤 それが俗にいう “原子力村 "的 な形に

して しまったとい うことで しょうか。そのあ

た りを、どのように変 えてい くのかが、まだ

十分に出来ていないとい うことなので しょう

か。

森 今度の柏崎は痛い経験だけれども、あの中

から、そうした経験をぎりぎりに学び取つて、

やり方を変えるということでなければいけない

と思います。

後藤 そのためには、大学の原子力学なり物

理学、工学、化学を学んだ方々が原子力に携

わって、私の一生を賭けていこうという魅力

が萎えてきては困ります。もう一度、魅力あ

るものにするためには、森 さんが素粒子論を

やられて原子力にかかわってきた、あの時代

に情熱をもって取 り組んできた方々は今、75

～80歳 になっていますが、やはり誇 りと希望

を持っていました。今はそれがなくなってい

るというか、騎っている。そこを変えていく

ためには、どうしたらいいのか。原子力を魅

力ある働 き場所にしていくためには、どこを

変えていけばいいのか。それは大きな課題だ

と思います。

森 それが―番の課題だと私も考えています。

最初に申し上げたとおり、原子力の開発等は非

常に息の長いものです。新卒の人が原子力の分

野に入つてきた場合、定年までの間に一つの型

の原子炉が成功するかどうか分からない。その

ような仕事です。しかし、これは将来のために

大切だから一つの歯車になつてがんばる。そこ

に生き甲斐を感 じるという人の集団が必須なの

ですが、これは今の世の中に一番向いていない

ことですね。

大学を出て、月給がいいのはどこの会社か、

すぐに役に立たない研究は止めなさい、これが

今日の日本人全体の器量というか品格になるの

でしょうが、それにもかかわらず、このような

ことをやつていくのだという人を、どうやって

生み出していけるのか。これは日本人全体の間

題に関わつてきますね。

後藤 官と民との関係に関わってくるのでしょ

うが、旧動燃、現在の原子力研究開発機構で

「もんじゅ」に行かれて、昨年、定年となった

方と話をしたことがあります。「もんじゅ」は

事故を起こして10年たち、最近、ようやく展望

が開けるようになりましたが、彼は「私はもん

じゅに行って、一体何をしていたのだろうか」

と言うのです。あの程度の事故で10年 も放って

置くというのは、一体、何だったのだろうか。

「あの程度の事故なら2年あれば次に進めたの

に、10年 も放って置かれて、私はもんじゅに携

わることなく辞めていかぎるを得ない。わが人

生は何であったのか。」彼らにそう言わせた責

任は誰が取るのでしょうか。

森 それが官というか、特殊法人の限界ですね。

やはり、当事者責任です。「どうして動かさない

のですか。日本ではじめてナトリウムが漏れた

のですが、他の国では何百回と漏れているので

す。絶対大丈夫です」。そのように当事者能力を
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発揮する迫力がないのです。「そんな出過ぎたこ

とはするな」と丸く治めてばかりいるからいつ

まで経つても動かない。

後藤 その点に関していえば、今度の柏崎に

しても多重バ リアが働いていた。 2次系、 3

次系や周辺に関しては、もっと地震のことを

考 えてやっておくべきだったと思いますが、

本体の安全性は立証 されているわけです。こ

れから (原子炉を)開 いた時点で、歪みが発

見されることがあるかもしれませんが、止め

て冷やして封 じ込めることに成功 している。

放射能が若千漏れたといっても人体にも環境

にも影響のない程度です。ところが、今のよ

うな対応だと、 1年、 2年、 3年 と停止 した

ままになる危険性があります。そうなると、

その責任は誰が取ることになるのか。

森 そのとおりです。

後藤 国が原子力立国であるとか国家プロジ

ェク トとかいって、実際は民間がやる。また、

国が研究開発機構に全面的に予算をつけてや

らせる。国の責任は非常に大きいわけですか

ら。

森 しかし中心は、やはり当事者です。当事者

が自信を持つて動かすつもりになれば、国は動

きますよ。電力会社が本気になり、技術者が一

致して「こ迷惑はおかけしませんから、政府は

やつてください」と言つたら、政府はやります

よ。政府や知事さんが動かしていいといつたら

動かしますでは、話が逆です。

後藤 日本は地震帯の上に乗っかっています

から、あちこちで地震が起きます。東大の学

者が「いい実験をさせてもらった」と言って

マスコミに批判 されましたが、私は神が「こ

ういうこともあるよ。欠陥があれば直 しなさ

い」という試練を与えたように思う。しかも、

それに耐えたのですからね。

森 問題は、東京電力は柏崎発電所は自分の発

電所だから、役所に「ここは弱くてもいい」と

言われても、「ここは大事だ」と言つて強くすれ

ばいいのです。変圧器のところに消火器がなか

つたのは、規則によつて置かなくてもいいから

だというが、規則ではなくて自分で考えること

ですよ。

後藤 それから自由化の問題等等で、少々の

問題が起きても、そのようなところは 2次系、

3次系だから、予算を使 うことはできないと

いう問題があったのではないでしょうか。

森 自分の発電所を自分で守るという気概がな

いと、言われたようにやればいい、安全規制は

政府に言われたとおりやつていますから大丈夫

です、という対応で、言われなくともここは大

事だから守るという気概が見られないのです。

自然放射能の何百分の 1だと言つても、そんな

ことはみんな分かりきつていることだが、どう

してこんなところに隙間があるんですかね。隙

間があつたから流れ出た。

後藤 それは、再処理工場でも同じですね。

ケミカルの部分の技術者がいたら違ったで し

ょうね。ケ ミカルの方に聞いたことがあるけ

れども、化学工場ではどういうところが危な

くて、だからどのようにしていくかは全部知

っている、と言っていました。森さんは電力

関係とか関連業界、学者、周辺の人の認識を
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どのように変えるべきだとお考えですか。後

藤文夫 さんが獄中で読んだ英字新間には「原

子カエネルギーを電力に変える」という記事

が掲載 されていたそうですが、それ以来、原

子力の黎明期に取 り組まれた方々が、この恐

るべき巨大なエネルギーを電力に変えること

を考え始めた。そのときは石炭が5000万 トン

だったわけで、当時は石炭エネルギーについ

て心配をしなかった時代だったにしても、原

子力に情熱をかたむけた方々がいた。森 さん

もその分野に入いろうと意を強 くした点はな

んだったのでしょうか。

森 初期の時代には、手こたえもありました。

再処理工場を電力会社がかつてでたのは、意気

壮とすべきでした。原子力発電の民営を主張し

てきた電力会社としてはパックエンドについて

も責任を持つべきであり、だから再処理工場を

担当しましょう、ということになつたのです。

よくがんばつてきた面はあるのです。

ところが原子力の持つ社会的な影響や技術的

な難しさがあまりにも大きいために、当事者が

その重圧に耐えかねて、責任から逃げたくなつ

てしまつた。「原子力にはいろいろ問題がありま

す。しかし、これは国の政策でやつているのだ

から賛成してください。安全性についても、安

全委員会がちゃんと見ているから大丈夫です」。

このように自己責任をこまかしながら今日まで

きてしまいました。「こまかし」とはちよつと言

い過ぎで、かわいそうでもあつたのですが。

電力は原子力から逃げるかも知りませんね。

「もうかなわん、とつてもやれない」ということ

になりかねないと思いますよ。柏崎原発が 2年

も 3年も止まつたら大変ですよ。県知事のOKが

なければ動かしてはならないとか、その前に村

長が了解しないと動かせない。そのような手続

きや公聴会、反対派の裁判などが続いていたら、

時間はかかりますよ。

後藤 原子力を50年やられて、いろいろ思いが

おありで しょうが、いかがですか。

森  3害」5分が原子力というのは、実に微妙な

数字です。これが10%だとやめられますが、こ

の数字だと止められません。いろいろ悩んで脱

皮することができるかどうかです。方法として

は分社化があります。電力会社の二部では、分

社化を真剣に考えているようです。しかし、分

社化して社長を務まる人がいるかどうかを考え

てみると、 1人位しか思いつきません。原子力

発電について、どれが大事な問題かを日々、自

分で考える。関西電力の小林庄―郎さんなどは、

本当にそうだつたんですね。あのころ小林さん

は枕元に]2個の電話機を置いて寝ている。電話

がなると「急ぐな、ゆつくり気をつけてやれ」

というのが仕事だと言つていましたが、そうい

う人ならいいんですよ。ところが今は、「なるベ

く安く上げろ」くらいしか言えない社長では困

ります。

分社化は 1つの方法ですが、分社化するにし

ても人材がまだ育つていなしヽ。東大原子力工学

を出た人が、経営者として成熟してきていない

のです。あんまり責任を押し付けるものだから、

演れてしまう。ある人が自嘲的にこう言つたこ

とがあります。「私たちは “電話技術者"です。

何か問題があるとアメリカやメーカーに電話を

かけて、おい、大変だから来て調べてくれ。分

かつたらそれを書いてくれ。今、役所に持つて

いくから一間一答を作つてこい。その説明会を

開いてくれ。そればつかりです」。

ソフトの費用というのは、今言つた内容です。

結局、自分で責任を取らない。メーカーは、そ
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れで明け暮れているから、本来の仕事ができな

いのです。それに対する反省が、少しは最近に

なつてやつと出てきましたが、定期点検は依然

として自分でやらないですべてメーカーに頼み、

結構、金になるわけです。メーカーも、原子力

の方は黒字だからいいや、ということになり、

結局、自主開発の技術ができていない。たまた

ま原子力の技術者が、わずかに残つていたのが

三菱重工だから、最近FBRの開発は三菱重工 1

社でやらせる。仲良しクラブはやめた、という

ことになりました。仲良しクラブは駄目なんで

す。

後藤 威張っちゃ駄 目だけれども、毅然 とし

てほしいですね。

森 人間ですからね。まだ、国民は原子力に期

待していますよ。大丈夫です。

後藤 マスコミを見ていると、柏崎 。刈羽の

地元が不安がっている、心配 している、けし

からんとなっていますが、それはごく一部で、

むしろ、地元のほうが原子力発電所がひっく

り返ったり、壊れたりしたわけではないと冷

静ですね。

森 だから、これだけ大丈夫なのだから、動か

しますと毅然と言えなければなりません。毅然

としてしゃべれば、地元だつて応援してくれま

す。もんじゅの事故だつて、私が担当理事だつ

たら辞表を叩きつけます。「技術的な理由がない

のに止めるのならば、私の仕事はないので辞め

ます」と言つて。

話は飛びますが、ロシアではあれだけの凄い

事故を起こしたにもかかわらずt今でも次から

次へと原子力発電をやつています。高速炉もや

っています。やはリロシアでは、学者の信用が

今でもあるのです。チエルノブイリ事故を起こ

したときに、チェルノブイリを設計した科学者

は自殺しました。還書には「自分がチエルノブ

イリ型原子炉を設計しました。原爆用のプル ト

ニウムをつくると同時に、電力をたくさん出す

設計にしました。しかし、この原子炉があのよ

うな人間性の下で運転されることは考えなかつ

た。私の不明の至りでした」と書かれていまし

た。

それに対してゴルバチヨフは、「プラウダ」 1

面を使つて「彼の良心に他の技術者は応えなけ

ればならない」という弔辞を書きました。とこ

ろが日本では、そうした責任を明確にしたがら

ない。

後藤 もう少 し、人生哲学を身につけて、何

が自分の責任であるかをはっきりさせる。

森 不思議なことに、この地球という星には、

宇宙平均の実に200倍もウランがある。もし、

核兵器の呪縛から解放され、高速炉体系を完成

させるならば、人類は、「資源ナシ∃ナリズム」

から解放されて、何十万年にもわたり世界中同

一価格のエネルギー供給を享受出来るのです。

核lfp止力とか、ウラン資源の「争奪」とかに憂

身をやつしていては、原子力は、石油のような

国際紛争の種になり下がつてしまうでしよう。

何とか人間も品格を磨いて、せつかく神の与

えてくれた、この原子力に長期的・計画的に取

りくんでほしいものと思います。

後藤 きょうはお忙 しいところ長時間にわた

り大変貴重なお話をしていただき、ありがと

うございました。
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